
水道工事特記仕様書 

佐賀東部水道企業団 



１．適用 

この特記仕様書は、佐賀東部水道企業団が発注する水道工事およびこれに類する工事につ
いて適用する。 
 なお、この特記仕様書に記載のない事項については、日本水道協会の水道工事標準仕様書
【土木工事編】、佐賀県の土木工事等共通仕様書、土木工事施工管理の手引き等、国、県、
もしくはその他公的機関の定めた規定に従い施工するものとする。 

２．工事概要 

（1）契約番号  2506100033 
（2）工 事 名  佐賀市川副町自衛隊施設建設に伴う配水管布設工事（1-2 工区） 
（3）概  要   本工事は佐賀市川副町大字犬井道地内において、九州防衛局の依頼

により自衛隊施設へ給水するために配水管を布設する工事である。内
容は下記のとおりとする。 

         ・配水管布設工 φ200 GX-DIP L=1,841m 
         ・推進工１ φ400 SP L=15.1m 
         ・推進工２ φ400 SP L=30.5m 
         ・推進工３ φ350 VP L=10.6m 
（4）数  量  別紙設計書のとおり 
（5）工  期  契約日より令和７年９月３０日まで 

３．特記事項 

（1）工事看板 
本工事で設置する工事看板は、工事の目的を分かりやすく明確にするために、次の
内容を明記する。また、工事看板のサイズについては、設置場所に適したものとする。 
工事の目的：『自衛隊施設建設に伴い地震に強い水道管を入れています。』 
工   期：『令和７年９月３０日まで』（工期の末日のみ記載） 
時 間 帯：『9:00～17:00』（昼間工事の場合） 
連 絡 先：『発注者 佐賀東部水道企業団 工務 1課 電話 0952-30-6202』 
      『施工者 ○○○○○○○○  電話 ○○○○-○○-○○○○』 

（2）材  料 
①建設資材 
本工事で使用する埋戻し材・路盤材の規格及び品質は、建設材料試験成績書により



使用材料承認願で承認されたものでなければならない。 
②管材料 
本工事で使用する配管材料は、材料承認図等を添付した使用材料承認願で承認され

たものでなければならない。 
また、それらの材料については、監督員による材料検収立会を受けること。 
さらに、品質管理項目として、日本水道協会の品質証明が付された受検証明書、も 
しくは、メーカーが発行する検査証明書等を監督員に提出すること。 

（3）土 工 事 
①舗装版切断 
本工事では、舗装の切断作業時に発生する排水の処理について、産業廃棄物（汚泥）

として「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に行うとともに、処分先、
収集運搬業者、運搬距離等の処理方法を施工計画書に明記すること。加えて、委託契
約書等の関係書類の写しも添付すること。 
また、処分後は産業廃棄物管理票（マニフェスト）Ｅ票の写しと産業廃棄物総括表

（汚泥）を監督員に提出すること。 
なお、処分に必要と認められる経費については、監督員と協議の上、設計変更の対

象とすることができる。 
②建設副産物 
コンクリート塊、アスファルトコンクリート塊等の産業廃棄物については、「廃棄物

の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に行うとともに、処分先、収集運搬業者、
運搬距離等の処理方法を施工計画書に明記すること。加えて、委託契約書等の関係書
類の写しも添付すること。 
また、産業廃棄物は原則、施工計画書に明示した処分場へ直接搬出するものとする。

やむを得ず仮置場等に一時保管する場合には、囲いの設置、掲示板の設置等保管基準
を遵守した上で、監督員の承諾を得ること。 
なお、処分後は産業廃棄物管理票（マニフェスト）Ｅ票の写しと産業廃棄物総括表

（コンクリート塊、アスファルトコンクリート塊等）を監督員に提出すること。 
③埋戻工 
本工事では、管周辺には砂を使用し、管上 30cm となるように敷均した上で、管下

部にも十分行き渡るように転圧し、路面の沈下を防ぐ。砂上部には再生クラッシャー
ランを使用し、層厚 30cm 以内となるよう敷均し、タンパまたはバイブロコンパクタ
等を使用し、十分締固めを行う。 
なお、再生クラッシャーランについては、現場密度試験（JIS A1214）を行うこと。

また、品質管理として、佐賀県の「土木工事施工管理の手引き」を参考に品質管理計
画表を作成し、施工計画書に添付すること。 

  ④残土処分 



   発生残土については、「資源有効利用促進法」を遵守し、適正に管理し処分すること。 
  なお、処分先は、佐賀県多久市多久町 3932-79 真生工業(株) 桐岡事務所を予定して
いる。処分先等の変更が生じた場合は、事前に協議を行うこと。 
（4）管布設工事 
①ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管の接合 
日本ダクタイル鉄管協会発行の接合要領書を確認の上、不備のないよう施工するこ

と。また、品質管理項目として、既定の継手チェックシートに必要事項を記入する旨
を施工計画書に明記すること。 
②ポリエチレンスリーブ被覆 
スリーブの固定は、原則、固定用ゴムバンドと管明示テープ双方を用い、各種１ｍ

間隔（ゴムバンドとテープとの間隔は 50cm）で巻き付ける。また、継手部は固定用ゴ
ムバンド４組にて定着させること。 
③各種弁筺の高さ調整 
各種弁筺について、本復旧までに沈下した場合には、嵩上げリング等専用の部材を

使用して仕上り高の調整を行い、周辺路面との段差が生じないようにすること。 
④水圧試験 
配管終了後、企業団により管内充水作業を行った上で、水密性確認のための水圧試

験を、監督員立会いのもと実施する。 
原則、試験水圧は 1.2MPa、保持時間は 5 分間とし、水圧低下のないことを確認す

る。その他、推進部や水管橋部等の特別な場合においては、監督員の指示に従うこと。 
また、水圧試験に必要なテストポンプ、発電機及び水道水等は、請負者において準

備すること。 
（5）復 旧 工 事 
①路盤工 
本工事での路盤工については、現場密度試験（JIS A1214）を行うこと。また、品質

管理として、佐賀県の「土木工事施工管理の手引き」を参考の上、品質管理計画表を
作成し、施工計画書に添付すること。 
②アスファルト舗装工 
本工事では、アスファルト舗装の温度管理について、１日２回（午前・午後各１回）

測定値を記録するものとする。その他の品質管理についても、佐賀県の「土木工事施
工管理の手引き」を参考の上、品質管理計画表を作成し、施工計画書に添付すること。 
③区画線工 
横断歩道、停止線、区画線等を掘削除去した場合には、埋戻し後仮舗装の状態であ

っても、速やかに明示すること。 
（6）交通管理工 

本工事における交通誘導警備員については、交通誘導警備員B 476 人を計上してい



る。しかしながら、保安対策について、警察や道路管理者または地元自治会等から変
更の申し出があった場合には、監督員と協議を行うこと。 

（7）工事保険等 
請負者は、工事に伴い第三者へ与える損害に備える第三者賠償責任保険、工事目的

物及び工事材料等の損害に備える土木工事保険等に加入し、その保険証券の写しまた
は付保証明書を監督員に提出すること。 

（8）完成図書（工事日報、工事写真等） 
本工事の完成図書については、「佐賀東部水道企業団完成図書納品基準」（平成 24 年

10月 3日）に基づき作成することとし、詳細は監督員の指示に従うこと。その他、事
前に提出した打合せ簿、安全管理書類、実施工程表等についても、監督員の指示に従
い「工事関係書類綴り」に整理すること。 

（9）その他 
①令和 7年 6 月 15日までに配水管布設を完了し、水圧試験を行うこと。 
②工事着手前に、佐賀市川副町自治会長会での地元説明が必要であるため、受注後速や
かに施工計画を作成すること。また同時に、隣接する（1-1 工区）工事受注者との工程
調整も行うこと。 


